
　
問  

ダ
イ
ヤ
ハ
イ
ツ
の
問
題

を
起
点
と
し
て
、
瀬
戸
内
海

の
水
質
改
善
に
つ
い
て
質
問

し
た
い
。

　
こ
の
40
年
の
間
に
、
家
庭

の
生
活
排
水
の
処
理
技
術
は

格
段
に
進
歩
し
た
。
と
く
に

合
併
浄
化
槽
の
機
能
は
向
上

し
、国
交
省
も
法
律
を
変
え
、

大
規
模
団
地
造
成
の
際
は
、

集
中
処
理
施
設
で
も
、
各
戸

ご
と
の
合
併
処
理
槽
設
置
で

も
良
い
と
し
た
。

　
し
か
し
、
法
律
改
正
前
の

集
中
処
理
施
設
の
更
新
に
、

課
題
が
残
る
。

　
ダ
イ
ヤ
ハ
イ
ツ
の
施
設
は

40
年
前
の
施
設
で
あ
り
流
域

下
水
道
に
接
続
し
処
理
す
る

こ
と
が
瀬
戸
内
海
の
水
質
改

善
に
寄
与
す
る
と
思
う
。

　
ま
た
下
水
道
の
加
入
世
帯

が
一
気
に
５
４
０
世
帯
増
加

す
る
こ
と
は
、
下
水
道
会
計

に
喜
ば
し
い
事
と
考
え
る
。

答  

本
市
の
公
共
下
水
道
は

市
街
化
区
域
内
の
下
水
道
整

備
が
急
務
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
大
型
団
地

の
施
設
老
朽
化
へ
の
対
応
も

重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
今
後
、
新
た
に

フ
レ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン
制
度
の

導
入
も
検
討
す
る
。
な
お
、

こ
の
計
画
の
概
要
に
つ
い
て

は
近
く
、
議
員
全
員
協
議
会

に
提
出
し
、
説
明
し
た
い
。

問  

市
道
糸
崎
１
号
線
の
、

第
２
工
区
は
、
地
権
者
と
の

折
衝
に
不
測
の
日
数
を
要
し

工
事
が
進
展
し
て
い
な
い
。

職
員
に
努
力
を
お
願
い
し
た

い
が
、
こ
の
区
間
に
は
狭
い

が
市
道
が
併
走
し
て
い
る
。

　

第
３
工
区
予
定
地
に
は
、

車
両
道
が
無
い
。
先
行
し
て

糸
崎
駅
ま
で
の
区
間
を
整
備

で
き
な
い
か
。

　
ま
た
、
木
原
23
号
線
も
、
同

様
の
理
由
で
木
原
小
学
校
下
の

７
号
線
へ
、接
続
し
て
い
な
い
。

　
住
民
が
待
ち
望
ん
で
い
る

の
は
、
Ｊ
Ｒ
の
跨
線
橋
だ
。

　

こ
こ
も
、
７
号
線
へ
の
、

接
続
を
後
回
し
に
し
て
跨
線

橋
を
優
先
し
て
ほ
し
い
。

答  

市
道
糸
崎
１
号
線
の
、

第
２
工
区
を
未
整
備
の
ま
ま

第
３
工
区
に
か
か
る
こ
と
は

国
の
理
解
を
得
ら
れ
な
い
。

　
た
だ
し
、
要
望
の
よ
う
に

糸
崎
コ
ミ
セ
ン
北
の
区
間
は

第
２
工
区
で
あ
り
、
こ
の
区

間
を
先
行
整
備
し
、
１
号
線

と
65
号
線
を
接
続
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
検
討
し
た
い
。

　
木
原
23
号
線
は
、
迂
回
し

て
暫
定
的
に
、
木
原
小
学
校

下
の
７
号
線
に
接
続
す
る
道

が
24
年
度
中
に
完
成
す
る
の

で
来
年
度
か
ら
Ｊ
Ｒ
・
国
道

の
跨
線
橋
に
着
手
し
、
29
年

度
の
供
用
開
始
を
め
ざ
し
た

い
。

問  

平
成
24
年
度
末
で
次
の

事
業
の
進
捗
状
況
は
。

① 

共
通
事
業

② 

共
通
事
業
を
除
く
特
例
債
事
業

③ 

一
般
事
業

④ 

簡
易
水
道
（
久
井
・
大

和
地
域
）
整
備
事
業

答  

①
３
事
業
１
３
４
億

２
千
万
円
に
対
し
執
行
額

19
億
７
千
万
円
、
進
捗
率

14
・
６
％
。

② 

48
事
業
２
６
８
億
円
に

対
し
執
行
額
２
０
５
億
３
千

万
円
、
三
原
地
区
92
・
８
％

（
24
年
度
末
計
画
進
捗
率

１
０
０
％
）、
本
郷
地
区

79
・
８
％
（
同
78
・
３
％
）、

久
井
地
区
37
・
１
％
（
同

63
％
）、
大
和
地
区
51・６
％

（
同
77
・
８
％
）

③ 
１
３
４
事
業
３
５
５
億

４
千
万
円
に
対
し
執
行
額

２
３
８
億
６
千
万
円
。
三
原

地
区
67
・
３
％
（
24
年
度

末
計
画
進
捗
率
89
％
）、
本

郷
地
区
91
・
４
％
（
同
84
・

６
％
）、
久
井
地
区
54・０
％

（
同
70
・
２
％
）、
大
和
地
区

50
・
６
％
（
同
91
％
）

④ 

久
井
地
域
の
計
画
事
業

費
40
億
６
千
万
円
に
対
し
、
執

行
額
４
億
３
千
万
円
、
進
捗

率
10
・
４
％
、
大
和
地
域
は

20
億
４
千
万
円
に
対
し
、
執
行

額
７
億
円
、
進
捗
率
34
・
２
％

問  

24
年
度
末
に
お
け
る
合

併
特
例
債
の
発
行
額
、
事
業

種
別
、
箇
所
数
は
。

答  

合
併
特
例
債
の
発
行
枠

は
10
年
間
で
３
１
７
億
１
千

万
円
あ
り
、
24
年
度
末
で

１
４
２
億
９
千
万
円
発
行
。

主
に
は
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

建
設
・
光
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
等

62
億
２
千
万
円
、
道
路
改

良
等
46
億
２
千
万
円
、
給

食
調
理
場
建
設
・
学
校
適

正
配
置
等
21
億
８
千
万
円
、

汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー

７
億
８
千
万
円
。

　
箇
所
数
、
共
通
事
業
３
ヵ

所
、
三
原
地
区
36
ヵ
所
、
本

郷
地
区
12
ヵ
所
、
久
井
地
区

16
ヵ
所
、大
和
地
区
９
ヵ
所
。

問  

県
道
整
備
で
24
年
度
末

の
進
捗
状
況
は
。

答  

県
の
道
路
整
備
計
画

２
０
１
１
に
基
づ
き
、
本
市

分
13
路
線
20
工
区
の
整
備
が

さ
れ
て
い
る
。
東
広
島
本
郷

忠
海
線
の
３
工
区
、
御
調
久

井
線
の
１
工
区
の
２
路
線
４

工
区
が
23
年
度
で
完
成
。
24

年
度
に
は
本
郷
停
車
場
線
、

糸
崎
港
線
、
佐
木
島
線
の
３

路
線
３
工
区
が
完
成
予
定
。

三
原
東
城
線
恵
下
谷
バ
イ
パ

ス
は
進
展
が
な
か
っ
た
。

問  

合
併
特
例
債
及
び
過
疎
債

の
発
行
期
限
が
各
々
５
年
間
延

長
と
な
っ
た
。
新
市
建
設
計
画

執
行
に
対
す
る
考
え
方
は
。

答  

23
年
３
月
の
東
日
本
大

震
災
の
発
生
で
、
事
業
進
捗

に
大
幅
な
遅
れ
が
想
定
さ
れ
、

各
々
５
年
間
延
長
さ
れ
た
。

　
本
市
で
も
、
計
画
の
進
捗

状
況
や
新
た
な
課
題
に
有
利

な
財
源
を
活
用
す
る
こ
と
を

勘
案
し
、
計
画
期
間
延
長
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。
地
域

バ
ラ
ン
ス
を
配
慮
し
新
市
建

設
計
画
の
実
現
を
図
る
。

瀬
戸
内
海
の
水
質
改
善
に
つ
い
て

新
市
建
設
計
画
に
つ
い
て

市
道
糸
崎
１
号
線
と
木

原
23
号
線
の
進
捗
状
況

下し
た

西に
し 

勝か
つ

彦ひ
こ 

議
員

池い
け

田だ　
元は
じ
め 

議
員

汚泥再生処理センター
完成予想図
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問  

民
主
的
な
地
方
自
治
確

立
に
は
、
自
治
、
分
権
参
加

が
必
要
だ
。
と
り
わ
け
、
参

加
・
参
画
が
重
要
だ
。
現
在

は
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
だ

が
、
改
め
て
協
働
を
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
を
問
う
。

　
次
に
、
議
会
基
本
条
例
を

つ
く
っ
た
。
市
民
と
と
も
に

創
る
条
例
制
定
に
と
、
市
民

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
中
で
、
そ
の
取
り
組
み
を

始
め
て
は
ど
う
か
。

答  

自
治
、
分
権
、
参
加
は

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の

重
要
な
要
素
だ
。
こ
れ
か
ら

も
、
市
民
の
参
加
・
参
画
を

進
め
、
地
域
に
愛
着
と
誇
り

の
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
。

　
次
に
、
市
民
と
共
に
つ
く

り
上
げ
る
条
例
制
定
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
市
民
・

議
会
・
行
政
と
の
協
働
で
条

例
の
形
に
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
。
市
民
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
推
進
計
画
に
よ
る
協

働
を
積
み
重
ね
、
条
例
づ
く

り
の
基
盤
整
備
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

　
な
お
、
こ
の
条
例
の
必
要

性
、
有
効
性
、
課
題
や
条
例

制
定
の
プ
ロ
セ
ス
の
重
要
性

な
ど
に
つ
い
て
は
、
継
続
し

て
い
く
考
え
で
あ
る
。
し
っ

か
り
と
引
き
継
ぎ
を
行
う
つ

も
り
だ
。

問  

①
昨
年
６
月
、
国
等
に

よ
る
障
害
者
就
労
施
設
等
か

ら
の
物
品
の
調
達
に
関
す
る

法
律
が
成
立
し
た
。
こ
の
法

は
、
随
意
契
約
を
広
げ
、
障

が
い
の
あ
る
人
の
雇

用
増
を
図
る
も
の
と

思
う
が
、
市
は
ど
の
よ

う
に
取
り
組
む
の
か
。

②
こ
の
夏
、
企
業
等
へ

の
雇
用
義
務
の
対
象

拡
大
を
と
の
有
識
者

研
究
会
の
試
案
が
出

さ
れ
、
障
が
い
の
あ
る

人
の
雇
用
が
促
進
さ

れ
そ
う
だ
。
今
日
就
労

困
難
者
も
多
く
、
改
め
て
本

市
に
お
け
る
積
極
的
な
障
が

い
の
あ
る
人
の
雇
用
の
取
り

組
み
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

答  

①
こ
の
法
律
は
、
自
治

体
の
責
務
と
し
て
、
物
品
等

の
調
達
方
針
の
策
定
や
結
果

公
表
な
ど
就
労
促
進
を
講
ず

る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。

　
引
き
続
き
、
官
公
需
の
推

進
と
確
保
を
図
り
、
雇
用
機

会
の
確
保
等
自
立
の
促
進
に

つ
な
げ
て
い
く
。

②
本
市
で
は
、
20
人
の
障
が

い
の
あ
る
人
を
雇
用
し
て
い

る
。
国
で
は
、
現
在
障
害
者

雇
用
促
進
法
に
お
け
る
制
度

全
体
の
障
が
い
の
あ
る
人
の

範
囲
や
雇
用
率
制
度
の
範
囲

に
つ
い
て
の
検
討
に
着
手
し

た
よ
う
だ
。

　
今
後
と
も
、
障
が
い
の
あ

る
人
の
雇
用
に
努
め
て
い

く
。

問  

現
在
の
本
市
学
校
給
食

費
は
、
各
学
校
ご
と
の
会
計

と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
総

額
は
。

　
学
校
ご
と
の
別
会
計
の
た

め
、
保
護
者
は
学
校
指
定
の

金
融
機
関
に
口
座
を
開
く
な

ど
、利
便
性
に
問
題
が
あ
る
。

ま
た
滞
納
へ
の
督
促
を
教
職

員
が
行
う
な
ど
、
学
校
側
の

負
担
も
大
き
い
。さ
ら
に
は
、

学
校
（
調
理
場
）
ご
と
に
給

食
費
に
差
が
あ
る
こ
と
も
、

同
額
に
す
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
解
決
に
、
公
会
計

化
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答  

国
の
調
査
に
よ
る
昨
年

度
の
公
立
小
中
学
校
の
公
会

計
採
用
率
は
、
対
象
校
の

28
％
で
あ
る
。
本
市
の
年
間

給
食
費
会
計
の
総
額
は
約

３
億
５
，
０
０
０
万
円
。

　
公
会
計
方
式
は
、
給
食
費

の
徴
収
に
係
る
学
校
側
の
負

担
軽
減
、
保
護
者
負
担
の
公

平
性
、
透
明
性
を
高
め
る
な

ど
の
効
果
も
期
待
で
き
る
こ

と
か
ら
、
給
食
費
の
公
会
計

化
に
つ
い
て
、
今
後
研
究
し

て
い
く
。

※
学
校
給
食
費
の
公
会
計
化

と
は

　
地
方
公
共
団
体
が
予
算
を

調
製
し
、
議
会
で
議
決
を
受

け
た
後
、
地
方
公
共
団
体
が

保
護
者
か
ら
給
食
費
を
徴
収

し
、
業
者
な
ど
か
ら
食
材
を

購
入
し
て
支
払
う
方
式
。

問  

現
在
、
市
の
ア
ピ
ー

ル
に
絶
大
な
効
果
を
持
つ

の
は
「
ゆ
る
キ
ャ

ラ
」
で
あ
る
。
本
市

ア
ピ
ー
ル
の
絶
好
の

機
会
で
あ
る
三
原
城

築
城
４
５
０
年
祭
に

向
け
、
三
原
な
ら
で

は
の
観
光
資
源
で
あ

り
、
市
民
の
誇
り
と

な
る
名
君
・
小
早
川

隆
景
公
を
メ
イ
ン

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し

て
、
ふ
る
さ
と
大
使

の
漫
画
家
の
方
々
に

協
力
を
得
な
が
ら
検
討
し
て

は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
の
小
早
川
公
の
検
索
も

容
易
に
な
る
よ
う
、
工
夫
し

て
は
。

答  

小
早
川
隆
景
は
三
原
の

礎
を
築
い
た
人
物
で
あ
り
、

築
城
４
５
０
年
祭
に
お
い
て

も
、
市
民
が
郷
土
の
歴
史
に

触
れ
、
ま
ち
の
誇
り
と
一
体

感
醸
成
の
た
め
に
も
、
取
り

上
げ
る
べ
き
人
物
と
考
え
て

い
る
。

　
現
在
策
定
中
の
「
観
光
戦
略

プ
ラ
ン
」
の
中
で
、
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
作
成
と
活
用

に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
る
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

も
、
誰
も
が
使
い
や
す
く

わ
か
り
や
す
い
よ
う
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
検
討
す
る
。

（
仮
称
）
自
治
基
本
条
例
の
制
定
に
向
け
て

学
校
給
食
費
の
公
会
計
化
を

障
が
い
の
あ
る
人
に

も
っ
と
仕
事
を

観
光
の
メ
イ
ン
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
に
小
早
川
隆
景
公
を

岡お
か

﨑ざ
き 

敏と
し

彦ひ
こ 

議
員

谷た
に

口ぐ
ち 

佳か

寿ず

子こ 

議
員

小早川隆景公の像（JR 三原駅西口「隆景広場」）

作業に励む障がい者就労支援施設に
通所される皆さん
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